
様式第６号 指定事務事業No：

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

2,503

　災害時等に市からの緊急連絡を迅速に伝えるため、１つの端末から、防災行政無

線、メール配信サービス、ホームページ、ツイッター、フェイスブック、ＬＩＮＥへ

の一斉配信と聞き取りやすい合成音声での放送が可能となる「防災行政無線多メディ

ア一斉配信システム」を、６月以降順次導入していきます。

令和5年4月1日

  ６月入札で事業者が決定し、防災行政無線多メディア一斉配信システムの導入に向

けて、１つの端末から、防災行政無線、メール配信サービス、ホームページ、ツイッ

ター、フェイスブック、ＬＩＮＥへの一斉配信をするため、システム構築を進め、令

和５年３月より運用が開始され、市民に多くの情報を提供することができるようにな

りました。

決算額 13,970 8,964 2,503 0 0

0

補正後予算額 14,144 9,302 2,421 0 0 2,421

予算額 14,144 11,824 2,320 0 0

担 当 部 課 名 市民生活部 市民安全課

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

1

令和４年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 防災行政無線多メディア一斉配信システム整備

基 本 施 策 名 １－１　防災・減災対策の推進



様式第６号 指定事務事業No：

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

1,914

　令和３年度の災害対策基本法改正の内容（避難指示への一本化等）を中心に、洪水

時の避難に特化した洪水避難情報冊子61,000部を６月末までに作成します。冊子は

７月中に自治会等を通して各世帯に配布し、洪水時の安全な避難行動や防災対策を広

く周知します。

令和5年4月1日

　洪水時の避難に特化した洪水避難情報冊子61,000部を６月末に作成し、７月に市

内６会場にて、自治会及びまちづくり協議会に対して説明会を実施し、自治会を通し

て各世帯に冊子の配布が完了しました。また必要に応じて出前講座などで、洪水時の

安全な避難行動や防災対策について広く周知することができました。

決算額 3,828 1,914 0 0 0

1,886

補正後予算額 − − − − − −

予算額 3,971 1,985 100 0 0

担 当 部 課 名 市民生活部 市民安全課

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

2

令和４年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 あびこ洪水避難情報マップの作成

基 本 施 策 名 １－１　防災・減災対策の推進



様式第６号 指定事務事業No：

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

3

令和４年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 避難所への無料Ｗｉ-Ｆｉの設置

基 本 施 策 名 １－１　防災・減災対策の推進

担 当 部 課 名 市民生活部 市民安全課

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

0

補正後予算額 − − − − − −

予算額 396 396 0 0 0

0

　市内全小中学校に整備されているＷｉ-Ｆｉ設備を活用し、災害時に避難所となる

体育館において８月までにＷｉ-Ｆｉを利用できるよう、新たに設定します。

令和5年4月1日

  市内全小中学校の体育館でＷｉ-Ｆｉが利用できるよう、５月末に無線LANの設定が

完了しました。災害時の避難所開設時には市内全小中学校体育館においてＷｉ-Ｆｉ

を利用することができるようになりました。

決算額 396 396 0 0 0



様式第６号 指定事務事業No：

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

7,391

　布佐地区の浸水被害を軽減するために、平成２６年度に完成した布佐ポンプ場まで

の幹線整備を引き続き進めていきます。令和３年度からの２か年継続事業である布佐

排水区（４工区）雨水幹線整備工事は、令和５年２月の完了を目指します。また、当

該工事完了後に引き続き工事が行えるように、布佐排水区（５工区）雨水幹線整備工

事の発注の準備をしていきます。

令和5年4月1日

　令和３年度からの２か年継続事業である布佐排水区（４工区）雨水幹線整備工事

は、令和５年２月の完了を目指しましたが、工事中に隣接するブロック基礎やフェン

スに傾きが生じたことから、撤去するための地権者協議などに時間を要し、令和５年

５月末の完了を目指します。

　また、布佐排水区（５工区）雨水幹線整備工事は、令和４年12月に契約し、工事着

手に向けての準備を進めています。

決算額 131,446 49,455 0 74,600 0

18,211

補正後予算額 472,584 172,200 0 281,380 0 19,004

予算額 337,711 128,200 0 191,300 0

担 当 部 課 名 建設部治水課

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

4

令和４年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 布佐排水区の整備

基 本 施 策 名 １－２　浸水対策の推進



様式第６号 指定事務事業No：

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

5

令和４年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 若松第１～第５排水区の整備

基 本 施 策 名 １－２　浸水対策の推進

担 当 部 課 名 建設部治水課

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

7,400

補正後予算額 289,889 70,250 0 192,420 0 17,219

予算額 160,100 53,000 0 99,700 0

14,140

　若松地区の浸水被害を軽減するために、樋管までのバイパス管の整備を引き続き進

めていくとともに、千葉県の湖岸堤整備にあわせて樋管管理橋及び護岸整備を進めて

いきます。バイパス管工事について、令和３年度から繰り越ししている若松第４排水

区（３－２工区）雨水管布設工事は、令和４年７月の完了を目指します。

　また、引き続き、若松第４排水区４工区の発注の準備を進め、令和５年３月の完了

を目指します。管理橋及び護岸の整備工事について、繰り越ししている第４樋管と第

５樋管は、千葉県と調整し、令和４年４月の完了を目指します。また、引き続き第３

樋管についても千葉県と調整し、令和５年３月の完了を目指します。

令和5年4月1日

　バイパス管整備工事について、令和３年度から繰り越ししている若松第４排水区

（３－２工区）雨水管布設工事は、令和４年９月末に完了しました。また、若松第４

排水区４工区雨水管布設工事は、令和４年９月に契約し、令和５年３月の完了を目指

しましたが、工事箇所に支障物が確認され、埋設物管理者の特定及び撤去に時間を要

し、令和５年９月末の完了を目指します。

　管理橋及び護岸の整備工事について、繰り越している第４樋管と第５樋管は、令和

４年６月に完了しました。また、最後となる第３樋管についても千葉県と調整を図

り、令和５年３月に完了しました。

決算額 112,890 23,250 0 74,500 0



様式第６号 指定事務事業No：

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

6

令和４年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 柴崎排水区の整備（柴崎幹線整備事業）

基 本 施 策 名 １－２　浸水対策の推進

担 当 部 課 名 建設部 治水課

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

20,666

補正後予算額 339,366 127,000 0 186,300 0 26,066

予算額 428,966 127,000 0 275,300 6,000

17,898

　柴崎地区の浸水被害を軽減するために、令和元年に完成した後田樋管までの幹線整

備を引き続き進めていきます。令和２年度からの３か年継続事業である柴崎幹線（２

工区）整備工事は、令和４年11月の完了を目指します。

　また、当該工事完了後は、令和５年度からの柴崎幹線（３工区）整備工事に向けて

準備していきます。

　なお、令和３年度から繰り越ししている柴崎雨水幹線JR横断部管路施設基本設計に

ついては、ＪＲ東日本との協議を重ね、令和４年６月の完了を目指します。

令和5年4月1日

　令和２年度からの３か年継続事業である柴崎幹線（２工区）整備工事は、令和４年

11月に完了しました。その後、柴崎幹線（３工区）整備工事の準備工事を行う予定で

したが、施工方法を開削工法から推進工法へ見直すこととし、修正設計を行っていき

ます。

　令和３年度から繰り越している柴崎雨水幹線ＪＲ横断部管路施設基本設計について

は、ＪＲ東日本との協議を重ね、令和４年９月末に完了しました。

決算額 305,212 126,714 0 160,600 0



様式第６号 指定事務事業No：

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

23,262

　建築から40年以上が経過し、老朽化が著しい東消防署湖北分署庁舎を移転し、令和

８年度中の開所を目指して新たに（仮称）湖北消防署として庁舎と総合訓練施設等を

整備します。

　今年度は、令和６年度から建設工事に着手できるよう、令和３年度に引き続き設計

を実施します。

令和5年4月1日

　（仮称）湖北消防署整備事業に関連する、道路課所管の市道45－022号の道路線形

の警察協議に時間を要し、当初令和４年度の完了見込みとしていた都市計画法に係る

届出の申請と造成設計が未完となったことから、令和５年度に繰り越しました。ただ

し、他の設計部分を実施することにより、最終的なスケジュールとしては調整を図る

ことができたため、設計業務の全体としては当初の予定どおり進んでおり、令和５年

度には完了する予定となっています。

　現段階のスケジュール案としては、令和６年度から工事着工し、令和７年度末まで

に完了、引越等を実施し令和８年度から本運用開始を予定しています。

決算額 43,162 0 0 19,900 0

10,888

補正後予算額 59,585 0 0 29,800 0 10,255

予算額 60,218 0 0 29,800 0

担 当 部 課 名 消防本部総務課

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

7

令和４年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 （仮称）湖北消防署整備

基 本 施 策 名 １－４　消防力の強化


